
九十九里高校に対するご意見

番号 日付 生徒にとって望ましい学びの環境とは。
生徒にとって活力のある教育活動を維持するためには

どうすればよいか。
１で回答した高等学校に関して記述してください。（自由回答） 備考

1 2024/7/4

・適正規模が望ましいが、それが不可能ならば少人数によるきめ細かな指導への転
換も魅力化・特色化につながるのではないか。
・学区内の学科を再編し、普通科をやめて特色ある学科を創設してはどうか。
・公共交通機関による通学の利便性向上は不可欠である。
・適正規模を目指すため、千葉県や九十九里町の魅力を生かした学科を創設し、県
外募集を行ってはどうか。

・県や町等の行政機関、地域の企業や商工会、大学等の連携強化。
◯存続には公共交通機関による利便性向上が不可欠である。
◯地元私立高校とのすみ分けのためにも新たな学科創設が必要である。

Forms

2 2024/7/4

今の生徒数のままでは、他校との統合や閉校も仕方ないと思います。しかし、今日の教
育課題に対応した高校として再生を図る事も考える余地があると思います。例えば、不
登校生徒に特化した学校にするなど。その場合も、近隣の高校との統合が必要だと思い
ます。

Forms

3 2024/7/4
・特徴ある地域にねざした教育。ある程度の生徒数を確保し、多様な生徒の意見を
交換し、自己を高めていく教育環境。

・特色ある教育課程の実現

この地域の子供の減少による生徒数の確保は厳しいのは現実ではあるが、地域にとっ
ては必要なコミュニティ（学校）であると考える。第一には、交通手段の確保。町行政と連
携していくことが望ましい。小中高の連携した教育活動の実現のモデル校になるようお
願いしたい。

Forms

4 2024/7/4 ・生徒同士、ともに目標に向かって、切磋琢磨し合える環境(人員面や設備面等)
・生徒同士、切磋琢磨し合える環境(人数面)の維持
・学校における施設設備面の整備等

・学力や経済的に厳しい家庭においては、地域の公立高校として最後の砦的なイメージ
として根付いているところがある。
・交通面の不便さが解消されれば、もう少し志願者は増えると思われる。

Forms

5 2024/7/5

・そもそも、１５歳人口減少や1.00倍に至らない志願倍率、最近の在校生徒数、等々
の数の議論と教育水準の維持に終始するのではなく、これを転機として時代の変化
に対応した多様な選択肢など、将来、活躍するための教育を高校生に提供していく
環境こそ必要ではないか、と考える。

・各高等学校校のアイデンティティの確立と特色を構築する高等学校教育改革に引
き続き、取り組むことと、県立・公立・私立高等学校の役割分担及び有機的連携が必
要なのであろう、と考える。

　九十九里高等学校では、歴史ある女子教育と実業教育の振興を通じて、地域の産業
を担う人材を数多く輩出してきた。改めて、地元の産業界とも連携して、将来の職業を意
識できるような取り組みを充実させるなど、普通科においてもキャリア教育を拡充し、地域
で活躍する人材の育成に取り組んでいくと良いのではないかと考える。

Forms

6 2024/7/5 ・生徒がやりたい、頑張りたいと言うことができる環境
・生徒がやりたいことができていて、充実した学校生活ができるように、環境を整え
る。

今現在、九十九里高等学校は、定員を満たしていないが、それを好んで進学している生
徒も多い。それにより、きめ細かな指導ができ、充実した学校生活を送っている生徒も多
い。なかなか特色のない公立学校が多いが、少人数と言う特色のある九十九里高等学
校をぜひ、残してもらいたい。

Forms

7 2024/7/5 ・高校生活での自分の目標を達成できる環境 ・各学校がそれぞれの特色を活かした教育活動を行う。
募集定員に近づけるように、中学校だけでなく、高校の持つ特色を地域の住民にも積極
的に発信する。少人数特例校などの暫定措置をとり、教育的効果について検証する。

Forms

8 2024/7/8 ・教師と生徒との距離が近く、学習指導や生活指導等の個別指導が充実していること ・通学の利便性の向上 家庭環境により進学が困難な生徒にとって、人生を構築する上で、必要な学校である Forms

9 2024/7/8
・生徒が学びたいこと、取り組みたいことが実現できる環境があること、あるいは選択
できること。
・通学の便がよいこと（電車・バス・自転車）。

・魅力ある学校づくりを推進すること。
・大規模校には大規模校のメリットを生かした、小規模校には小規模校のメリットを生
かした教育活動が展開されること。
・学校行事や部活動においてはある程度の規模や選択肢、生徒数があること。

・通学の便では、海沿いに生活する生徒にとっては、自転車で自力通学ができるというメ
リットがある。また、少人数の個に応じたきめ細やかな指導がされていることは、生徒に
とってメリットがあると考える。一方で、行事や部活動においては、ある程度の生徒数が必
要と考えられ、近隣の高校と連携するなどの対応が必要であるとも考えられる。

Forms

10 2024/7/12
・習熟度は低いが学び意欲はある子供たちの学び直しができる環境。
・生徒のニーズに応じた教育を行うことができる環境

・九十九里町の小中学校は、九十九里高校に隣接する現在の九十九里中学校の
敷地に一小一中となる計画と聞いている。ここに高校も加わり、小中高の連携が図れ
る手立てが講じられると、九十九里町の特色ある教育を行うことができ、学校の活性
化にもつながるのではないか。
・現在も九十九里高校はコミュニティ・スクールであると聞いているが、地域に根ざ
し、地域とともにある学校として特色を打ち出していくことで、学校の魅力が増し、活
力ある教育活動を維持していけるのではないか。
・交通の便をよくしていく必要もあると考える。（スクールバスの運用も視野に入れて
いくことは可能だろうか。）

・勉強が苦手な生徒はどの中学校にもおり、このような生徒が高校に行って学び直しが
できることは大きな意味がある。また九十九里高校で今行っているコース制のカリキュラ
ムによる多方面の興味関心に対応した教育は、生徒にとって非常に魅力的であると考え
る。

Forms



九十九里高校に対するご意見

番号 日付 生徒にとって望ましい学びの環境とは。
生徒にとって活力のある教育活動を維持するためには

どうすればよいか。
１で回答した高等学校に関して記述してください。（自由回答） 備考

11 2024/10/18

・生徒や地域のニーズが多様化しており、「これ」といったひとつの枠に当てはめるこ
とは難しいと思う。また時間や環境により常に変化してゆくものとも思う。そのような中
でも変わらないこととしては、生徒自身が自己決定し、学校生活に納得して満足して
いることが重要だと考える。学校運営協議会へのオブザーバ参加や意見の聴取を通
じて、生徒自身を学びの環境づくりに参加させてみてはどうか。

・生徒の自己決定をサポートするという組織、教員の意識、余裕が大切だ。現在の教
員には時間的な余裕がないだけでなく、意識やスキルが古い方もいる。教員の研修
や働き方改革だけでなく、カリキュラム編成、人事制度、職場のDXなどの抜本的な
組織変革が学校環境に変化をもたらし、生徒にとって活力のある教育現場を作るの
ではないか。このような改革には外部の目線や援助が欠かせないと思う。

・少子化が進行しつづける以上、地域ごとに高校の最小規模は議論されなければならな
いと思う。一方で、地域は学校のために何ができるのかが問われている。今後も様々な
人との意見交換の機会を維持していただきたい。

Forms

12 2024/12/11

・自分の目指したい夢や目標に向かって学べる環境が整った学校を自分から選択で
きることが一番、望ましいと思われる。しかし、具体的に目指したい（なりたい）夢や目
標もなく、自分の学力などに見合った学校を選択したのであれば、その中で目指した
い目標に少しでも導いてあげられる先生方やその地域の人たちがいる環境がその生
徒にとって望ましいのではないかと考えている。

・少子化に伴い、生徒数が減少して1クラスあたりの人数が少なく生徒たちにとって中
学校などと比て活力がなくなるのは否定できない。たくさんの仲間たちと一緒に高校
生活を送ることができるならその中で活力が生まれ、自分自身や周囲の人に良い影
響を与えることができるのではと考えている。しかし、少人数だからと言って全く活力
がないとは言い切れない。それは、生徒にやる気が起きるような授業を工夫して行っ
ていけば、結果、活力へと繋がっていくのではないかと考えている。先生だけに頼る
のではなく、保護者や地域の人たちと共に活力ある学校教育を協働していけば、生
徒たちにとって有意義であると考えている。

・少子化が改善されない限りはいつかは統合に向かって話し合いがなされると思う。学校
も時代に合った形であるべきだと考えている。けれど、どうしてもその学校を選択しなけれ
ばいけない生徒もいる。そう言った生徒たちが集まり、例え少人数であっても皆が支え合
い、自分自身を見つけていく学びの環境を、生徒を取り巻く人達（先生、保護者、地域）
が協働していけば生徒にとって魅力ある学校ではないかと考えている。

Forms

13 2025/1/20
・郡部における県立高校としての相応の規模を有しており、地域に必要とされている
学校だと思います。

・情報発信や地域との連携など、高校からの不断の働きかけ（企業努力）で、中学生
や保護者、中学校の先生、地域の方々に理解され、支持されていることに尽きると思
います。

・郡部にあっては、高校の減少により学校の配置が疎となり、生徒の通学区域が広がっ
ている。そのため、まずは早期に地域連携協働校に指定して後押しするべきと思いま
す。

Forms


